













e 1, p.212. ）であると述べ、一八三五年
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神秘派教会の聖ヨハネの宗教の す。この宗教だけが真の教義を保っているからです これがわたしの心底です。 」 （
op.cit., tom
e 2, pp.90-91 ） （強調は、原文による。なお書簡の日本語訳は、東京創元社『バルザック
全集』二六巻、私市保彦訳に従った。 ）
ここで述べられている「神秘派教会の聖ヨハネの宗教」とはどのようなものなのであろうか。そのような宗派や教団があった事実も、バルザックがこ の立場について論じたり語ったりした事実


























東京創元社『バルザック全集』の水野亮訳に従った。以下同書からの引用は、水野亮訳 よる。 ）『セラフィタ』において、バルザックは、神と「大きな全体」 、すなわち世界ないし万物との間には、二つの
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状態しかない、と述べたうえで、そのどちらの状態においても矛盾が生じる、と指摘している。
まず、神と物質（元物質。万物創造の材料物質）とが同時にあった場合、神が物質をもとに、あるとき世界
を創造した、ということになるが、なぜ創造したのか。必要だから。ではなぜ必要になったのか。なければ不完全だと気づいた ら。である ら、 「自分はいずれ世界を作る気になるだろうというこ を、どうして神は永遠にも等しい長 期間にわたって知 ずにいたので ょう。その結果を前以てどうして知ら かったのでしょう」ということになる。
完全なる神が世界を創造したなら、世界は完全なものでなければならない。不変で、不動で、永遠でなけれ
ばならない。ところが万物は変化し、世界は恒常的に動いている。最も神に近いとされ 人間には、欠陥があり、堕落した多くの悪人 いる。完全なる神が作ること 失敗したとす ば、この神は神の定義と矛盾する。
次に、神だけが最初にあったとする場合、万物は神の中の何かから発生した、ある は神から流れ出したと
いうことになる。世界が神から生じた以上、万物には神の本質が宿っ おり、万物はやはり完全でなければならな が、世界は不変でも不動で 永遠でも い
それゆえ、神を万物を創造した完全で永遠の人格神のように捉え、そこ ら神とこの世界との関係を説明し
たあらゆる教理は破綻す それは、キリスト教に限らず すべて 一神教 おいて同様である。バルザックは、セラフィタをとおして次の様に言っている。「 〈地上
la T
erre 〉は様々な宗教の勝利のために力を尽くしてきましたが、それらの宗教が生まれるもとと


















bre 〉によってしか存在しない 」 （
ibid., p.689 ）











「 〈運動〉がなければ一切はおなじ一つのものであろう。運動の産物はどれもこれも本質において同じで たださまざまな能力を生み出した〈数〉によってちがうだけ 。 」
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であり、もっと正確に言 ば、その原理が様々な環境の中で発展を求められた結果、多様な形態をとったものである。 」 （
A
vant-propos, P
léiade I, p.8 ）
ここで述べられている「原理」とは、ルイ・ランベールの言う「数」 同様のものであろう。それは組成の
構造を規定し表現するいわば数式のよう 性質を持つものと考えられる。 「原理」は「運動」を支配し、 「物質」という、動物の場合は、 「形態」という 「結果」を作り出す。物質化ないし形態の取り方は多様だが、 「運動」に書きこまれているプログラムや機能様式、ないし作動規律は同一で、普遍的 変わらない。だから「唯一で同一のパターン」なのである。
再びルイ・ランベールの哲学に戻れば、原初の単一物である「実体」に「運動」が与えられたとき「物質」














なたがたにはとらえられない親和力を生むのです。それは中心に結び付いているのです。生命に分け与えられている様々な種 、互いに呼応する尽きること ない泉です。 （略）
　
あなた方は神を〈創造者〉と呼んで、神
を小さなものにしています。神は、植物も、動物も、星も、あなた方が考えているような仕方では作りませんでした。神がいくつもの手段を用いることなどありうる しょうか。神は構成の単一に って作ったのではないでしょうか。ですから神 いくつかの原理だけを与え、それらの原理が、神の一般法則 したがって、それぞれが置かれた環境に合わせ 展開されることになったの す。ですから、 だ一つの実体と運動だけです。ただ一つの植物、 だ一つ 動物だけで しかし、連続的な関係が与えら たのです。実際、親近性は、皆、隣りあう類似性によっ 繋 っている です。そ て世界の生命は あ た方が、皆 飢えに駆られ 食物を摂るように、飢えのような渇望 よって中心へと引き寄せられるのです。 」 （
Séraphîta, op.cit., pp.826-827 ）
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流経法学　第16巻 第 2 号
バルザックの述べていることは、まさに「神秘派」の謎に満ちており、すべての文言を合理的に結びつけて
解釈することを困難にしているが、ここでは、ある程度明確に捉えれられることを拾って、彼の哲学の大枠を捉えてみたいと思う。不明な細部を切り捨てるので から、それは、バルザックの神秘主義的であると同時に合理的でもある哲学思想・宗教思想の豊かさを削ぐことになるであろうし、不完全の誹りを免れ得ないだろうと思う。しかし、私は、バルザックの思想の根本的特色として、科学的性格があると信じている。だから、著作の合理的な部位だけを捉え、バルザックの豊かな想像力 結びつけられているさまざまな不可知なあるいは不可解な細部を切り捨てた しても、骨格は押さえることができるだろうと思う。もっとも、科学的性格といっても、今日の科学につい の認識と十九世紀前葉 科学についての認識との間 は大変な隔たりがあ 、たとえば今日では一種の神秘主義と捉えられるメスマー 人間磁気やガル 骨相学も、バルザックに っては科学であった。バルザック 科学は、現象とその根源にある原理のようなものを想定して それを豊かな想像力とバルザック流の合理によって、結び付ける ころ 最大 特徴があり、厳密性、検証可能な科学的客観性は問題にならな 。彼は自己の 索の妥当性を信じており、それを担保してい は、あくまで自らを抜きん出た知性と思考力の持ち主と考える矜持である。バルザックの思考 、観察 ら原因と結果を結ぶ筋道を見い出すことにあり、常に彼流の経験主義的な合理性に基づいている。そこには、 な想像力による飛躍 同時に、普遍的である 信じる 論理的妥当性、科学 合理性が同居 ので る。
さて、これまでの考察を踏まえながら、 『ルイ・ランベール』 『セラフィタ』に依拠して「言葉」へと至るバ
ルザックの哲学思想・宗教思想をまとめれば、 にとって 世界には永遠で不動 物質は く 世界は常に運動しており、運動によってあらゆるものが生成する この運動に 原理があり、運動によっ 「実
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体」から物質が生成し、また同じく運動によってその物質は別の物質に変化するが、すべてはこの原理に従っている。変化は物質と運動の置かれた状況ないしは環境次第であり、無限であるが、万物の創出 常に運動よっ おり、そこには、それを支配する だ一つの原理があるだけである。したがって には、たとえそれがいかに多様であろうと 根源に共通の単純な同一 「実体」と「原理」があり、それゆえに、万物には何等かの共通性、類縁性、 「親近性」 「親和力」がある。
世界の初めは、ただ一つのもので、それが出現したと同時に運動が始まり、ただ一つのものが次々に多様な
ものに変化し、運動は永遠に続き、無限に多様なも が生み出される。しかし、そこに働いているのは同じ原理であり、この原理の源 あるいはすべてを包括する根源的原理が「神」である。
だから、 「神」が世界を創造したのではなく 世界は、 「神」という原理にしたがっておのずから生成して
いったのである。万物には一般法則があり、個々の一般法則が従う原理を次々に遡上して行 ば、つ は万物を貫く根本原理に行き着きうる。ただ一つの「実体」と、ただ一つの「原理」 （根本原理）に行き着きうる。
さて、世界には一つとして完全に同一なものもなければ ひと時として不動の はない。その意味で、あら
ゆるものは限りなく多様で、止まることのない時間の流れの上 ある。すべてのもの、すべ の現象は無限みな違っている。しかし、人間は知性 よっ 無限の多様性から「数」という不変不 の原理ない 法則を捉えうる。さらにその「数」ないし原理・法則を、よ 高度な知 の働きによって究極まで抽象を推し進めて行くと、最終的な根本原理にま 至りうる。それが「言葉」ないし 「神」である。そ は、万物に宿り、万物の原因 結果をつかさどり、万物の根源をなすものである。
ルイランベールは言う、
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bert, op.cit., p.690 ）
無限の多様性は唯一の単一、換言すれば、原理を内包する根源的「実体」に収斂しうる。であるとすれば、




bert, op.cit., pp.690~691 ）
この様な神の捉え方は、キリスト教とは全く相容れないものである。しかし、最終的な神についての概念が
相違してい としても、まさにバルザックの思想を代弁しているかのよ な文言から始まる聖書の記述 ある。それが『ヨハネによる福音書』であり、次のように書かれて る。「初めに言葉があった。言葉は神と共 あった。言葉は神であった。この言葉は初めに神と共にあった。すべてのものは、これによってできた。できたもののうち、一つとしてこれによらないものはなかった。 」
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よって作り上げた神とはまったく異なるものであり そもそもそこには人を導く神の教えや命令もなければ、人の行動を律する道徳もない。神 言葉 聞く は神に選ばれた預言者なのではな 、究極の知性を有する天才である。世界にはただ、 「実体」と究極的な一つの大原理、という意味での「神」があるだけである。倫理も道徳も、神の声の多くも、おそらくバルザックにとって、人間が政治的必要から生み出したもの のである。だから、宗教的には無神論 ってい だろう。『人間喜劇』において、バルザックが、暗に、デプランに自分を重ね合わせ、彼の無神論をまったく肯定的に描くのもそれゆえと思われる。「デプランの純粋で率直な無神論は、多くの学者や世界でも最も優れた人々の無神論に似ていた。とうてい
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打ち破ることのできない無神論者の無神論、宗教を信じる者にはそんな者がいるなど容認しえないような無神論者の無神論に似ていた。 （中略）この男も、多くの素晴らしい天才たちが神の許しを得られる臨終の改悛をせずに死ぬように、さいごまで悔い改めることなく死んだ。 」 （
L
a M
esse de l'athée, P
léiade III, pp.386-387 ）
しかし、バルザックは、その美学において、フランスの社会がよりよき社会であり、フランスの民衆がより







一般相対性理論と標準理論を統合して、宇宙のすべての現象を一つの数式で説明しようとする、所謂「神の数式」に、きわめて近い考え方であるように思われる。「神の数式」は、宇宙の始まりから今に至るまでを、また宇宙に存在するあらゆるものの生成を、一つの数式で説明しようとするものである。 「神の数式」は、それによって説明できない事実や現象が発見され たびに検討され、書き改められる。科学は、時と共に進歩し 多くの謎を解明するが、謎は解明されるたびにまた新たな謎を生むから、世界の未知は限りなく、 「神の数式」は永遠に完成しないのかもしれない。しかし、そこには、これまでの人類の英知が、わずか一行の数式で表現されている。宇宙の始まり ら現在までを、素粒子の世界から大宇宙までを これまで分かっている限り あらゆる存在 根源と生成と 、整然とした完璧な論理で説明している。人類が想像しうる全宇宙の、また存在が認められるすべての素粒子の、あらゆる運動の原因と 由を秩序づけ、結果を説明するの このわずか一行の数式なのである。それは、人類が発明 た驚異の、そして最も美しい抽象と言っていいだろう。科学が、観察から法則を見い出し、見い出された諸法則からさらに上位の一般原理を見い出し、その究極
に「神の数式」を見つけようとするのに対して、バルザックは、それでは永遠に「言葉」ないし「神」を見い出すことはできない と考える。 『ルイ・ランベール』で、人聞は「数」を知り、そこからさらに 〈言葉〉を知る域にまで達することができる」 （
op.cit., p.690-691 ）と述べる一方で、 『セラフィタ』では、 「人間の理性の
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物差しで神を測ろうとしても、すぐに目盛りが足りなくなり、神に到達することはできないでしょう。それならば、神を知るためには別の道を求めなければならないということは明らかではないでしょうか」 （
Séraphîta, 
op.cit., p.827 ）とも述べているのである。つまり、人間には「言葉」 ・ 「神」を捉えうる可能性はあるが、それ
は理知的方法によっては不可能である、ということである。
たしかに、無限に多様な外的世界の観察から法則を抽象しつつ、おおもとの原理（ 「言葉」 ・ 「神」 ）にたどり
着こうとしても、人間の短い生涯においては、可能な観察の数は限られており、それ よって理性が把握しうるものは、自然から見れば、わずかでしかない。しかも、人類の長い歴史の中で蓄積された知から出発して、たとえ新たな発見によって り高次の原理にたどり着けたとしても、原理を抽象した領域そのものが有限であり 無限に多様で多くの未知 ある、しかも常 運動 ている自然に、けっして追いつくことはできない。したがって、 「人間の理性の物差しで神を測ろうとし も すぐに目盛りが足り く って まう」のであり、結局、神を見出すことは人間の理性的方法によっては不可能である という考えに たる。
では、どうやって「言葉」ないし「神」を見い出しうるとバルザックは考えるのか。 「その道は私達 内部
































5）人間の頭脳装置の完成度の大小 、思惟が帯びる無数の形が生じる。 」 （
ibid. ）
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「 （
6）意志は俗に五官と名づけられた器官によって行使される。五官は、ものを見る機能というただ一







源を持つ。 （略）人間にとって、一切は〈実体〉から出てくる。 〈実体〉の変形 〈数〉によって、調合
4
の仕方
によって違いがあるだけである。 （略） 」 （
ibid., pp.685-686 ）
バルザックの考えでは、あらゆる物質は、ある根源的な一つの「実体」から生じ、その「実体」は光や熱や






る。そして、 「思惟」は、 「実体」が変化したも ほかなら 様々な物質を、感覚をとおして観察することによって の原理 抽象するが、その過程で共通 て根源的「実体」を見い出す。つ り、あらゆる物質の素が「実体」であることを発見 ということを述べていると思われる。さらに、バルザックによれば、その思惟の能力には人によって大差があり、無限 多様な形がある。この「思惟」は組織されて「観念
l ’idée 」





l ’idée de l ’Instinct 」 「抽象圏
l ’idée des A
bstractions 」 「特殊圏




















































象圏に入る。 「社会は抽象 始まり」 、 「抽象か 法律、芸術 利害関係、社会思想などが生まれる」 。 「人聞は善、悪、美徳、犯罪というような抽象によって一切を判断する」 （
15） 。つまり、絶対多数の本能圏に留まって
いる人間の中から 頭脳に秀でた者が 圏に入ることができる。彼らは、諸事実の観察から本質的関係を抽象し、抽象されたものから演繹ないしは応用すること 、法律や や社会思想 また善と悪や、美徳と犯罪といった掟や道 や美学を生み出す。 「本能圏」と 圏」の二つの圏は、明確に分け隔てられているのではなく、両圏 間には「中間的存在
des êtres interm
édiaires 」が多数おり、頭脳の優劣の度合いに応
じて、 「本能性と抽象性がいろんな割合で際限なしに じり合っている」 （
ibid. ） 。ここから更に上に、 「特殊圏
la Sphére du Spécialism
e 」がある。ここに入ることは「特殊能力・スペシアリテ
Spécialité 」を持つことであ












数の天才であるが、彼ら天才のほとんどは特殊能力の一部を持つ者にすぎず、抽象圏と特殊圏の「さまざまな属性が混じり合って混合物を生み出す」中間的存在にすぎない。だから、根本原理にまで達しうるような真の特殊家はさらに限られた、イエス・キリストのような、奇跡的 存在 けである。彼らこそが、人類の頂点にいる、という である。
こうして、バルザックにおいては、真の特殊家を頂点に、世界のヒエラルキーが完成する。物質の上に生物
があり、生物の上に動物があり、動物の最上層に人間がいる。人間は、最下層の本能圏から最上層の特殊圏まで、ピラミッド状に分布してい そして、これらすべての生物や物質の根源は、単一の「実体」であり、 「実体」から万物に至 すべてのものに共通で、すべてのも を律しているのが「言葉」ないしは 神」という根本原理である。そう、バルザックは考える。
ところで、ここで問題となるのは、この原理の性質である。それは、 「神の数式」のように、人間の精神に
よる、抽象、という完全な知の産物として 非実質、つまり、無、と考えてい のか、ということである。どうやら、バルザックは、これを無とは考えていな 。何らかの形で存在しているものと捉えて る。 「実体」が、運動によって別の「実体」に変わる き、この「原理」 働く。われわれは、原理を知るとは、事物 変化を観察して原因と結果から法則を見 出 こ だと考え の場合 そ は純然たる抽象であって 無である。だが、バルザックにお ては ではない。働 てい 「原理」は精神 よって捉えられ 蓄積され、変容し、 「意志」になり「観念 になり、ついに 「特殊家」の「直観」になる。バルザックに って、 「原理」もまた、おそらく「実体」なのである。だから「言葉」は 実体」で 「神」も「実体」であり、抽象的
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ないしは架空の、無、ではない。その意味で、バルザックの「原理」の性質は、神の実存を否定しない。
では、 「神」とともにすべてのものの根源にあってすべてのものに変化変容する「実体」としての「原理」
とは、どのようなものか。それは、たとえば、生物がたった一個の受精卵から誕生するように、しかも、最初の一個の細胞にも、その後変化して発生するあらゆる器官のすべての細胞にも、そ 個体の全遺伝子情報が揃っているように、最初の「実体」には、既にその後に生まれる「実体」 すべてが内在している、ということを考えればいいのかもしれない。 「実体」は、生物が 発生段階で、 細胞に与えられる何かわからぬ任意の外的刺激や条件によって細胞内部のプログラムのようなものから指令が発動され、たった一つの細胞があらゆる器官の細胞に変化発展 ゆくように 万物にな 、ということである。つまり、 「運動」する「実体」のおかれた「環境」 って あるいは遭遇する「抵抗」に って、単一の「実体」が変化し、すべてが作られる、だが、そ すべてを逆 遡れば、必ず同じ単一の「実体」に行き着く、しかも、始めも終わりも、内に備わっている「原理」は同一である ということではあるまいか
さて、 「神」を知るには、外界にあふれている何かわからぬ「実体」を高度に凝集しえた精神だけが持ちう













上の事物に向けられる目よりももっと鋭 目を自分の内部に発見するのです。 」 （






bert, op.cit., p.688 ）究極的な知は、外界からもたらせられるのではなく内界にある。外を見るので
はなく内を見ることによって獲得される。特殊家は内部に外界を映す「鏡」を持っており、そ 「鏡」は、単
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に外界を平板に映すのではなく、外界を凝集し本質化して映し出す。つまり、 「内的視力の完成が特殊性の才を生む」 （






うに、精神的自然の印象 も再現しよう し いま 。大理石でもって観念を表現 いる優れた人たちもます。彫刻家は大理石に手を加え、加工し、たくさん 思想をそこに刻み込みます。人間の手によっ 、人類の崇高な面全体を、あるいは、邪悪な面全体 再現する力を与えられ 大理石があります。大部分の人はそこに人体の外形を見るだけですが、もう少し上の段階に位置する人たちは彫刻家が表現した思想の一部を読み取って、その形を賞賛します。しかし、芸術の秘密に通じた人たちは、皆、彫刻家の心を理解します。大理石を見て彫刻家 思想の世界全体を見て取ります。こ 人たちは芸術の王者です。自然 どんなか かな起伏までも映すような鏡を自分 心の中に持っ いるのです。 ころで、私の中には、精神的自然を原因も結果も一緒に映す鏡の も があるのです。 」 （
Séraphîta, op.cit., pp.794-795 ）
セラフィタは、真の芸術家には「自然のどんなかすかな起伏までも映すような鏡」があると言い、またセ

















uvres diverses 1-II, p.139 ）であると語り、 『あら皮の序
P
réface de la P











うまれ「観念」が生まれると考えた。したがって 彼においては、科学 おいても哲学において 宗教においても芸術においても 優 た人間の知性の営みはすべ 、世界か 放出されて る のを精神が取り込むことから始まる。その吸収が繰り返され 凝縮され純化され 関係が見出され、関係の束 ら原理 見出される。謂わば、帰納が繰り返され その抽象的営為 末に原理が把握される。しかも 宗教家も科学者も芸術家も、天才はみなこの「原理」の把握から再び世界を見直して、任意の事象の中に潜む「原因」を見い出し その「原理」 「原因」 もとで世界を再組織する。あらゆる事象の間にありうる有機的で包括的な関係を見つけて世界を理知的に再組織するの ある。謂わば、帰納し 演繹し、世界の在 様を認識 、そ を作 の場合は言葉で表現す
本能圏にある人間の世界は浅く狭く混濁しており、特殊圏にある人間の世界は広く深く澄んでいる。そこに
は、宗教家、科学者、芸術家の違いはない 知性の営みとそれによって捉えられるもの は普遍性があり たとえ再組織される に知能のレベルによって様々な相違があっても、つまり人間 数だけいろいろな世界が
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bert, op.cit., p.615 ）だと、考えることは「自然を映し
出す能力」であり「自然を私達の中に集中する能力」 （




そのことを宗教的に言い変えるならば、神を信じ、神の言葉を感じようとし、ひたすら精神を外界にたいして受容的にすること、と言い換えることができる。「祈りは魂を神に繋げます。あなた方は、木の根が大地と一体となるように、神と一体となるのです。あなた方の血管は事物 原理に繋がり、あなた方は世界の生命そのものを生きるのです。 〈祈り〉はあなた方の能力と諸々 元素を結合させ、あなた方を〈物質界〉に浸透させることによって外的な確信を与えます。あなた方の本質を広げ、 〈霊界〉の本質 混ぜることによって、内的な確 を与えます。 」 （
Séraphîta, op.cit., pp.847-
848 ）バルザックにとって宗教というものの本質がこの様なものであるならば、地上のあらゆる宗教はただ一つの




bert, op.cit., p.656 ）
また、セラフィタは言う。
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「モーゼも、ヤコブも、ゾロアスターも、パウロも、ピタゴラスも、スウェーデンボルグも、最も人に知られていない〈神の使者たち〉も、最も輝かしい〈神の預言者たち〉も、あなた方がなろうと思えばなれる人間よりも優れて るわけではないのです。 」 （
Séraphîta, op.cit., pp.825-826 ）
バルザックにおいては、宗教はただ一つであり、宗教を含め、学もただ一つである。芸術は哲学であり、哲





esse de l ’athée, P













réface de la P
eau de chagrin, P
léiade X
, p.51 ） 。それは、己の精神が持つ「鏡」に映る世界を見、あ
るいは感じて、その抽象的本質から具体的物語を表象することにあるだろう。それゆえ、バルザックにとって、芸術とは、この世界の諸事 から抽象された本質的なものを、再び想像力によって現実的な事象へ、つまり物語に表現することである。本質が見え、その本質が置かれた状況が出来上がれば、描くべき対象は、方向性さえ与えれば、おのず 運動を始める。
そこからバルザックの小説の形式も成立したのかもしれない。物語の最初に長い描写があるのは、 「原理」
の「環境」を、あるい 任意 本質が運動するための場を作っている、とも見ること できるからである。『あら皮の序』で、バルザックは次の様に語っている。「詩人や、真に哲学的な作家には、科学では容易に理解しえない、説明しがたく、聞いたこともない、ある精神現象が起こる。それは一種の千里眼
une sorte de seconde vue
で、想定されうるあらゆる状況で、真実を
看取することを可能にさせる。もっとわかりやすく言えば、それは、彼 がいなければならないところに、あるいはいたいと欲するところに、彼らを転送す 何かの能力なのである。 らは、類推 ら 真実を見い出す。あるいは描くべきものが見えてくる。ある時は対象が彼ら ところま やってくるし あるときは彼らのほうが対象のほうへと向って行く。 」 （
P
réface de la P
eau de chagrin, op.cit, p.52 ）
内部に「円形鏡」を持っていれば、真実が見える。真実に具体的状況を設定して運動を与えてやれば、その
物語は自動的に動き出す。そのとき「描くべきものが見えてくる」のである。状況は無限にある。様々な物語がありうる。しかし、究極的には、その べて 唯一 真実が貫き通っている。
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ただ一つの同じ型紙しか用いなかった。動物とは、一つの原理が外的形態を取ったものであり、もっと正確に言うなら、一つの原理が、発展することを条件づけられている環境の中で、様々に異なる形態を取ったものである。 〈動物種〉とは、この違いの結果できあがったものなのである。動物の体系とはこのようなものであると表明し、この考え 持ち たことは、ジョフロワ・サン＝チエイールの永遠 栄光 なるであろう（略） 。しかも、この考えは われわれが神 力について抱いている観念と合致している（略） 。
この体系をめぐって起こった論争よりはるか以前から、この体系を深く確信していた私は、 〈社会〉も〈自
然〉もよく似てい と た。 〈社会〉は、人間が活動を展開する環境にしたがっ 、動物学においていろいろな変種があるのと同じように、様々に異なる を作ったのではないだろうか？」 （
A





léiade I, p.8 ）
バルザックは「動物とは、一つの原理が外的形態を取ったものであり、もっと正確に言うなら、一つの原理
が、発展することを条件づけられている環境 中で、様々に異なる形態を取ったものである」 いう。 「 〈社会〉も〈自然〉もよく似て」おり、 「 〈社会〉は 人間が活動を展開する環境にしたがって 動物学においていろいろな変種があ の 同じように、様々に異なる人間を作った」と考える つまり、人間も「一つの原理が外的形態を取ったもの」である。
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aine, op.cit, pp.11-12 ）
世界の諸事象から抽象された本質的関係は「原因」であり、諸「原因」の分析から引き出されるさらに高次
の抽象が「原理」であり、 「原理」にしたがって「原因」を具体化し現実化したものが「結果」 、すなわち物語、ということになる。賞賛に値する「結果」としての物語を書くためには 「 因」を探求し、その見 出された「原因」から「結果」にいたる「原理」を把握して なければならない。
バルザックは『人間喜劇』を、真の学問がみなそうであるように、全体が緻密に連携する一つの大きな体












p.269 ） ）である。 「その上に、著作の第二部、 「哲学的研究」が置かれている。そこでは、どういう社会の筋道
le m











anska, ibid., p.270 ） ）と、バルザックは述べている。
内視をとおして把握された人間に関する諸法則の本源こそ、人間行動を律している大原理である。それは、
「特殊能力」を持った自分によって見い出された、謂わば芸術の「言葉」であり「神」である。すべての作品は、そこから、それに従って、生まれる。つま 、唯一の「実体」から、唯一の「原理」にしたがって、すべてが運動し、 「外的形態」が形成され 「原因」から 結果 にいたる一部始終 しての物語が出来上がる。バルザックは、そこで描かれる〈生きた原理〉を、自分だけの限定的な真実とはまったく考えて ない。彼 「鏡」見るものは、 〈彼の真理〉ではなく 〈普遍的真理〉であり、この真理が虚構によって展開され とな たとしても、それは虚構であって虚構ではない。バルザックは 小説において、常に 真理を、あるいは真実を表している、と考えるのである。真実の姿を社会 様々な場 還元して表現し る、 自負するのである。しかも、虚構で真実を語 ことは、 「歴史という無味乾燥でうんざりさせられる事実の羅列」 （
A
vant-propos, 
op.cit., p.9 ）よりもはるかに優れている、とする。小説とは、歴史では語ることのできない、 〈外的形態をとっ





















léiade III, p.50 ）
ゴリオの物語は、
A
ll is true 「すべてが真実なのだ」 。虚構こそが、真実なのである。そして、バルザック
の『人間喜劇』は、 「すべてが真実なのだ」 。
バルザックのレアリスムとは、小説に描かれたすべてのドラマが、すべての場面が、すべての細部が、 「原




実」がある だが、その真実が表現され る場は、 『人間喜劇』の「場景」は、実 きわめて観念的であり、少しも現実的ではない。ボードレールに従えば、バルザック 人物は下層民から貴族にいたるまでみな天才である。抜きん出た欲望や知性や情熱や徳や美学やその他諸々の並大抵で ない濃密に凝縮され 人間的属性を持ってい 物語は、初めと終わりだけ見るなら、 まりに劇的 、人物も物語も、とうてい本当にありうるとは思われ そこに見い出さ るのは、バルザックを「幻視者
visionnaire 」と呼ぶにふさわ
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しい巨大な想像力なのである。極論すれば、 『人間喜劇』はきわめて豊かなイメージを持つ一種の観念劇の集合であり、少しもリアルではない。
しかし、初めと終わりを繋ぐ筋道の何と真実であることか。情熱の、欲望の、心の動きの、何と真実らしい
ことか。バルザックの小説には、 「あまりにも真実なので、誰でも自分の中に、おそらく自分の心に、同様要素を認められる」 、そういう種類の、現実にありうるとは思われないがきわめて本当らしい、特別なリアリティがある。それは、バルザックのレアリスムが、 「結果」にあるの はなく、 「原理」にあるからなのである。注
ここで参照した、ボードレールの『テオフィル・ゴーチェ』の中で書かれたバルザックについての一節を、以下に翻訳する。「私は、バルザックの偉大なる栄光が、観察家と見なされることに由来する、と聞いて、いくどとなく驚かされた。彼の主要







alassis et de B
roise, P
aris 1859 ）
